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ドイツは遠い？

東京--宮崎間 1000 km

たったの９倍の距離！

Source: https://www.google.com/maps



私たちの研究所
Max Planck Institute 
for Gravitational Physics

メンバー

• マックスプランク研究所
(全国に86)

• ハノーファー空港から電車で45分
• ハノーファー大学と連携

トータル: 250人

科学者:     186 人(75%)

その他:      63 人(25%)

国際的

海外: 43% ドイツ: 57%  

学生

博士課程前期:  10 人

博士課程後期:  60 人



AEI Hannoverでの研究
-重⼒波の初検出
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重力波信号を強め
る光学デザイン

重力波検出器用の
ハイパワーレーザー

検出器の鏡の
サスペンション

Slide courtesy of Karsten Danzmann, AEI Hannover Pictures: AEI Hannover
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相対論発表後１００年！スタート: 2015年12月2日

Slide courtesy of Karsten Danzmann, AEI Hannover

AEI Hannoverでの研究
-宇宙での重⼒波観測

Video: ESA



インターナショナルオフィス

•国際事情の情報
•様々なイベント
•ビザ取得
•アパート探し

https://www.aei.mpg.de/25906/international-office



2024

2026

2031

修士課程から
10人ほど

博士課程から
60人ほど

ポスドクから
40人ほど

AEI で研究するには？

Picture: https://www.elisascience.org/multimedia/image/albert-einstein-institute-hannover



博士課程として研究？

研究テーマ？
理論？実験？

修士論文と修士号
（物理学）

どの都市？
ハノーファー！

IMPRS に
申し込もう！



博士課程後期学生のための
教育機関

国際マックスプランクリサーチスクール（IMPRS）
          

https://imprs-gw.aei.mpg.de/hannover



修士課程で研究にたずさわる

日本の大学（国立） ドイツの大学項目

入学の時期 ４月の初め
二学期制度:

１０月の初め or ４月の初め

入学金 28万円* 登録料として一学期ごと
6万円

授業料 一年に54万円* なし

トータル料 136万円* (最短で卒業の場合) 25万円(最短で卒業の場合)

必須言語 なし
物理学科: 

英語、またはドイツ語の B2
学内でするTAの

時給
1,300円* １２ユーロ

まずは入学。研究所には雇われなく、お金は支払われない。

(* https://acaric.jp/articles/3429より)

Picture: https://www.hannover.de

https://acaric.jp/articles/3429


ポジションの情報探し

IMPRS 研究したいテーマ

Gravitational wave, Quantum optics, Neuro 
science, Radio Astronomy, Chemistry, …

IMPRS 行ってみたい都市

Hannover, Bonn, Bremen, …

DFG Project Open Position

DFG SFB

Cluster of Excellence Offene Stellen

SFB RTG



文化の違い？

思ったことは
とっさに
はっきりと言う

他人でも普通に
会話し始める

有給30日
国民の休日10日

でも人間やはり
どこでも同じ

研究所の中と外
の世の中が違う
。。。



博士号をとった後の就職
                      - Since 2006

2017 2019 2023
卒業生 91人 卒業生 120人 卒業生 162人

ポスドク 企業 大学教授
リサーチリーダー

その他高校の先生



我々のAEI研究所にようこそ！

Picture: https://www.aei.mpg.de/293814/aei-25
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ドイツでの博士課程の学生生活
山本晃平

21.07.2023
DAAD Japan: ドイツ研究トーク
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自分について

2013/4

2017/3

2019/7

−	海外経験	−
− 経歴 −

京都大学
工学部物理工学科

東京大学大学院
理学系研究科物理学専攻

アメリカ: ニューヨーク
語学留学

(高1: 1ヶ月)

ドイツ: ゲッティンゲン
交換留学

(大3: 1ヶ月)

スイス: ジュネーブ
CERN サマースクール

(修士1: 3ヶ月)

Max Planck Institut
für Gravitationsphysik

Leibniz Universität Hannover
Institut für Gravitationsphysik

− 学部 −

− 修士 −

− 博士 −
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“ドイツに来たかった”のではなく “やりたい研究があった”

2018年5月: アラスカでの学会

2018年8月: 
現在の指導教員に
初めてのメール

(直後Skype)

2019年3月: 
オンライン面接

(直後合格メール)
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博士課程の本分は“研究”！

99%: 研究

1%: TA

雇用契約書(抜粋)

博士課程開始！
6h/日で研究

たまに学術論文出し
ながら...

博士論文提出
(4~6年くらい、個人差大)

*ゴールを常に意識すると良い、、かも？
**日本では大体皆3年程度
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1日はどんな感じ？
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お金については問題ない、、かも？

ワークライフバランスはかなり良い気がする

有給も沢山ある

収入: 月2000 € - 2300 € (手取り)
• 家賃: 600 € (光熱費込み)
• 食費: 500 €
• 娯楽: 200 €
• その他

o 学費: 430 € (1セメ=半年)
o 日本の年金: 10万円 (半年)
o 一時帰国: 1000 €  - 1500 € (往復) 学生にしてやる

よ、430 €でな

州内の公共交通機関が基本無料になる！

• 有給は年30日前後！
• 使いきれない分は繰り越し

土日はしっかり休む
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言語とか人間関係とか

ドイツ語は必須ではない、、かも？
• 四年間住んでるが、全く話せない！
• 普段の研究では英語だけ (世界中から来てる！)

• ドイツの方々は基本英語話せる
• TAも英語
• 中東系 /アジア系のレストランは英語通じない
ことが多い

日本は“面白がられる”？
• 基本みんな何かしらの漫画やアニメは知ってる
• 興味はあるけど行ったことない人ばかり！

女性も結構多い！
• 博士課程学生の約3割は女性
• 京大物理工、東大理物: 女性は１割以下 (当時)

Link: https://imprs-gw.aei.mpg.de/hannover


